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緑のエッセー

NPO法人 土佐の森・救援隊事務局長
小規模林業＆木質バイオマスアドバイザー

中
な か じ ま

嶋 健
け ん ぞ う

造
高知県生まれ
平成15年 ＮＰＯ法人 土佐の森・救援隊の立ち上げに参加 
平成18年 第４回オーライ！ニッポン大賞ライフスタイル賞受賞
平成21年 鳥取大学地域学部非常勤講師
平成21年 中国四国バイオマス発見活用協議会委員  
平成23年 中国四国地方における地域循環圏構築
                 に向けた検討委員会

　

私
が
事
務
局
長
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
は
、

高
知
県
を
中
心
に
、
自
伐
林
業
方

式
と
い
う
高
性
能
・
高
額
機
械
に

頼
ら
ず
、
自
分
の
山
を
自
分
で
伐

る
シ
ン
プ
ル
な
小
規
模
林
業
と
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
地
域
通
貨
な

ど
を
利
用
し
た
地
域
振
興
の
普
及

と
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
岩
手
県
大
槌

町
吉き

り

き

り

里
吉
里
地
区
の
避
難
所
に
お

い
て
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
に

協
力
し
、
薪
風
呂
の
設
置
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３

月
12
日
に
土
佐
で
講
演
予
定
だ
っ

た
岩
手
県
林
務
課
の
深
澤
光
さ
ん

が
避
難
生
活
の
中
で
得
た「
災
害
救

援
薪
」と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
は
じ
ま

り
で
す
。
そ
の
深
澤
さ
ん
が
被
災

地
支
援
と
し
て
配
属
さ
れ
た
の
が

吉
里
吉
里
地
区
だ
っ
た
た
め
、
わ

た
し
た
ち
も
そ
の
活
動
に
協
力
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
被
災
地
支
援
に
そ

の
ま
ま
応
用
で
き
る
の
で
は
と
思

い
、
支
援
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
吉
里
吉
里
地
区
の
被

災
者
の
有
志
と
と
も
に
、
自
伐
林

業
で
経
済
的
自
立
を
目
指
す
た
め

の「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
吉
里
吉
里
国
」を
立
ち

上
げ
、「
吉
里
吉
里
国
林
業
大
学
校
」

（
自
伐
林
家
養
成
塾
）を
開
講
し
、

土
佐
の
森
・
救
援
隊
が
講
師
と
し

て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方
か

ら
伐
倒
・
搬
出
の
仕
方
、
作
業
道

の
作
り
方
な
ど
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

自
伐
林
業
方
式
を
支
援
と
し
て

応
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
ひ
と
つ

に
は
誰
に
で
も
で
き
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
被
災
地
に
は
山
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
初
期
費
用
を
少
な
く
抑
え
ら
れ

る（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
林
内
作
業
車

＋
軽
架
線
で
約
２
０
０
万
円
位
、
小

型
バ
ッ
ク
ホ
ー
中
古
で
２
０
０
万

円
位
＝
全
部
で
４
０
０
万
円
位
）と

い
う
こ
と
で
す
。「
森
は
海
の
恋
人
」

で
す
か
ら
、
い
い
山
を
造
れ
ば
い

い
森
が
で
き
、
い
い
森
が
で
き
れ

ば
漁
業
の
生
産
性
も
あ
が
る
の
で
、

海
が
近
い
被
災
地
の
支
援
に
最
適

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

さ
れ
て
い
る
方
た
ち
は
、
漁
師
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
、
震
災
で
仕

事
が
な
く
な
っ
た
方
た
ち
で
、
林

業
を
専
業
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
方
が
３
人
ほ
ど
、
副
業
で
や
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
方
が
14
人
く
ら

い
で
す
。
参
加
者
は
、
こ
れ
が
仕

事
に
な
る
な
ら
と
や
る
気
満
々
で

す
か
ら
、
私
た
ち
も
徹
底
的
に
本

気
で
支
援
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

１
０
０
ha
の
山
が
あ
れ
ば
、
３

人
の
専
業
雇
用
が
可
能
で
、
副
業

な
ら
、
十
数
人
の
雇
用
が
見
込
め

ま
す
。
現
在
、
吉
里
吉
里
地
区
で

確
保
で
き
て
い
る
の
は
、
約
50 

ha
位

で
す
が
、
将
来
的
に
数
百
ha
ま
で

広
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

林
業
の
大
規
模
化
も
重
要
で
す

が
、
雇
用
力
が
大
き
く
、
自
分
の

山
に
責
任
を
持
ち
、
永
続
的
管
理

に
つ
な
が
る
小
規
模
な
自
伐
林
業

も
も
っ
と
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
、
元
気

に
な
れ
ば
、
日
本
の
森
づ
く
り
も

進
み
、
復
興
支
援
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
吉
里
吉
里
国
林
業
大

学
校
」に
て
林
産
物
の
生
産
や
木
材

加
工
の
仕
方
な
ど
も
研
修
に
盛
り
込

み
、
参
加
者
の
経
済
的
自
立
を
目
指

す
と
と
も
に
、
他
の
被
災
地
で
も
こ

の
活
動
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

小
規
模
な
自
伐
林
業
で
被
災
地
支
援
を
！


